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 λ/4 共振モード 2 ビット可変周波数共振器の試作結果では，測定結果を設計結果と比較すると
中心周波数に多少のずれがあるものの，挿入損失は最大で 1.5dB以内と低い値が得られ，この可
変共振器の実現性を確認できた．次に 2 ビット周波数可変 2 段 BPF では，電磁結合の影響を考
慮して回路レイアウトを 3種類検討し，電磁界シミュレーション及び試作によって比較した．試
作結果から回転対称 X型の BPFは設計結果に近い特性となることがわかった．この型を用いて 4
通りの中心周波数で測定した結果，設計結果と比較すると中心周波数に関しては 5%程度高めの
特性を示したが，挿入損失に関しては設計結果とほぼ一致しており，1.4dB~2.1dBの低い値が得
られた．この値は実際の移動通信端末に適用可能な値である．ストリップ線路を用いた共振器の
試作結果では，測定結果を設計結果と比較すると中心周波数に多少のずれがあるものの全体の周
波数特性はよく一致した結果を得られた．またマイクロストリップ線路を用いた回路の試作結果
と比較すると，同等の挿入損失と減衰特性が得られており 3層基板構造の設計法の妥当性を確認
できた． 
 
